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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

 本日の説明会は録画・録音させていただきます。
 JAXA内の本センターに関する準備・検討作業等の

目的外に、録画・録音データは使用しません。

発言者以外はマイクミュート、カメラオフに願います。

 質問やコメントの際は、Teamsの挙手（手を上げ
る）を押してしてください。また、チャットもご利用く
ださい。

事務局への質問連絡にもチャットをご利用ください。

連絡事項
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

本資料の内容は、今後の検討・進捗により変更す
ることもあります。また、 資料中の「将来の設備拡
張」については、現時点で確定したものではございま
せん。あらかじめご了承ください。

略語について
 ・ 開発センター ：官民共創推進系開発センター
 ・ MTB ：モジュール化テストベンチ
 ・ 新規ロケットエンジン試験設備：新規試験設備
  

連絡事項



P. 3

官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

14:00～ 開会
事務局連絡
１．あいさつ

14:10～ ２．官民共創推進系開発センターの概要
質疑応答・議論

14:40～ ３．新規ロケットエンジン試験設備の仕様・機能
3-1 全体構成
3-2 共通設備
3-3 モジュール化テストベンチ（MTB）
質疑応答・議論

15:50～ ４．官民共創推進系開発センターの運用
4-1 試験設備の運用構想
4-2 開発支援（共創支援）についての運用構想
質疑応答・議論

16:20 ５．まとめ
16:30 閉会

本日のプログラム
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

１．あいさつ
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

センター概要については、「官民共創推進系開発センター(新設)に関する
ユーザー説明会（2022.5.10開催）」の説明資料もご参照ください。
資料は以下のWEBページからダウンロードできます。
https://www.kenkai.jaxa.jp/research/kakushinyusou/kyousoucenter
/index.html

２．官民共創推進系
開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

将来の宇宙輸送システム

我が国の宇宙輸送システムの将来像のイメージ
（令和５年６月２７日宇宙政策委員会 宇宙輸送小委員会 第２回会合）

・ 民間小型ロケット
・ 民間主導の新たな

宇宙輸送システム

・ 民間ロケットの開発・
事業支援

・民間事業者の開発
支援

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

民間事業者の宇宙輸
送事業への参入促進

革新的将来宇宙輸送システムのロードマップ

液体ロケットエンジンは
性能は高いけれど、開
発の大変な「キー技術」

JAXAも民間宇宙輸送
事業者の液体ロケット
エンジン開発をサポート

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

宇宙基本計画工程表 ⇒ 開発センター整備が国の施策として位置づけられた

宇宙輸送 宇宙活動を支える総合的基盤の強化
（宇宙基本計画工程表、令和5年6月13日宇宙開発戦略本部）

官民共創推進系開発センターの整備

２．官民共創推進系開発センターの概要



P. 9

官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

・ JAXAおよび民間事業者が、将来宇宙輸送システムの開発に必要な推進
系開発試験をタイムリーに実施でき、新興の民間事業者も利用しやすい試
験環境を提供する。

・ 民間事業者が、本試験設備の使用で獲得した技術や知財を活用し、将来
宇宙輸送システム打上げの事業化、推進系機器の製品化、あるいは、宇
宙輸送分野以外の分野での機器の製品化等、社会実装に貢献する。

JAXAとしてのアウトプット・アウトカム目標

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

開発センターの機能
ユーザーが推進系の研究開発にチャレンジしやすい環境を整備

⇒ エンジン研究開発のPDC（計画・実施・評価）サイクル全般を支援できる機能

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

開発センターのイメージ

◆ 民間企業の新規参入促進のため、
ハード（試験設備）とソフト（開
発支援・試験支援）の両面から
ユーザをサポート

◆ ユーザの試験機会を増やすため、
・ 試験棟と準備棟を分けて試験室

占有時間を短縮し、
・ 複数試験室により並行した試験

実施が可能
◆ 複数ユーザの同時期利用に対し、

情報セキュリティ確保と試験干渉
回避を確実に実施

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

新規試験設備の場所

試験棟準備棟

角田宇宙センター
西地区

角田宇宙センター
東地区

JAXA角田宇宙センター西地区（宮城県角田市）

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

角田宇宙センター
西地区

新規試験設備の場所
JAXA角田宇宙センター西地区（宮城県角田市）

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

開発センターのコンセプト

①ワンストップで相談から試験までの活動を支援
②多種多様な試験が可能

・燃焼器・噴射器・軸受・軸シール・ポンプ羽根車などのサブコンポー
ネント試験

・燃焼室組立やターボポンプなどのコンポーネント試験
・エンジンシステム試験

③待ち時間の最小化 ⇔ 極力、希望時期に試験できる
④安心して利用可能

・情報アクセスへの制約
・入退域管理
・視認性の最小化（特に、移動や搬送時）

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

ユーザ要望

ユーザ要望の整理結果（アンケート・個別ヒアリング）

ユーザ要望（主なもの）
・ 安全に試験が実施できること
・ 最大100 kNまでのエンジンシステム試

験が実施できること
・ 燃焼室単体・ターボポンプなどのコン

ポーネントや要素技術の研究開発試
験が実施できること

・ 設備の占有期間を極力短くして回転
率を上げ多数の試験シリーズを実施で
きること

・ 液体水素・液体メタン・液体酸素を推
進剤として利用できること

・ 供試体設計・試験条件・データ・プログ
ラムなど、秘したい情報を守れること

前回のユーザ説明会後のアンケートや個別ヒアリング等により、ユーザ要望を収集
⇒ ユーザ要望を参考に、開発センターや新規試験設備の仕様を設定

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

設備仕様
試験 最大推力 試験時間※2 試験回数/1日 備考

エンジン
システム試験

100kN ※1 60秒 1回 ・推進薬：LOX、LCH4、LH2

燃焼室
単体試験

高圧
タンク式

60kN：LOX/LCH4
40kN：LOX/LH2

30秒 1回
・推進薬：LOX、LCH4、LH2
・高圧ランタンクによるガス押し供給方式
を想定

電動ポンプ式 
※3

100kN 30秒 2回
・推進薬：LOX、LCH4、LH2
・燃焼圧10MPa以上

ターボポンプ
単体試験

100kN級 20秒 2回
・LCH4、LH2、LOX(LN2)
・タービン駆動・電動モータ駆動

コンポーネント試験 内容次第 内容次第 ・軸受、軸シールなど

要素試験など 内容次第 内容次第 ・例えば液体水素の物性特性試験など

※2  試験時間は安定したデータ取得に必要な時間（実績）
※3  推進剤昇圧用の治具電動ポンプは、設備拡張時に導入予定

２．官民共創推進系開発センターの概要

※1  LE-5B(137kN)より、やや低い推力

JAXA デジタルアーカイブスより
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

試験運用イメージ

①準備：モジュール化テストベ
ンチ（MTB）を試験準備棟
で組立て、機能確認を実施

各種試験を実施

②③移動・搬送・搬入：MTB
を準備棟から試験棟に搬送
し、試験棟に搬入、試験室
に移動

④接続：試験室にMTBを固
定し、設備側I/Fと接続

２．官民共創推進系開発センターの概要
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

試験設備イメージ

２．官民共創推進系開発センターの概要

並行運用可能な試験室
試験室A～Cの低圧供給条件は共通
試験室A・Bの高圧供給条件は共通
燃焼騒音消音装置は試験室A・B

注1 コンポーネント試験や要素試験は、内容次第で試験室A～Cの
いずれでも実施可能

注2 将来の設備拡張時に試験室Cも高圧推進剤供給を検討
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

開発センター整備スケジュール

２．官民共創推進系開発センターの概要

項目 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

官民共創推進系
開発センター

設備
高圧ガス・計測制御等設備

モジュール化テストベンチ

施設
敷地・建屋・インフラ

概念
検討

組織設計・運用設計・組織準備

運
用
開
始

設計 調達・製造・工事

工事設計

実
証

設計 開発・製作・検証

注：上記スケジュールは資料作成時点での予定である。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)２．官民共創推進系開発センターの概要

◆官民共創推進系開発センターの概要に関するQ＆A

Q1 センターが利用できるのは民間事業者のみか？
A1 研究機関・大学も利用可能。なお、JAXAもユーザーの一人。

Q2 どんな研究開発・試験にでも利用可能？
A2 航空宇宙の産業や技術の発展に資するものであれば利用可能。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

質疑応答・議論
ご質問、ご意見、コメントのある方は、
挙手お願いいたします。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

３．新規ロケットエンジン
試験設備の仕様・機能
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)３．新規ロケットエンジン試験設備の仕様・機能

3-1 全体構成
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)3-1 全体構成

① 共通設備
② 試験棟

・ 試験室
・ 計測制御室
・ ユーザ電源室

③ 計測制御棟
・ 共通設備計測制御室
・ ユーザ計測制御室

④ 準備棟
・ 組立室

⑤ モジュール化テストベンチ

試験棟

消
音

装
置

試
験

室
A

試
験

室
B

試
験

室
C

予
備

室

計測制御棟準備棟
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

3-2 共通設備
－ 推進剤の供給・処理設備 －

３．新規ロケットエンジン試験設備の仕様・機能
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

搬送車両の転回スペース
40m×30m

法面

法
面

計
測

制
御

棟

60m

既設
試験設備

法面

試験棟
28m×26m

消音装置試験室A

試験室B

試験室C

予備室

燃料系 タンク類・機器類 フレア
スタック

酸素・窒素系 タンク類・機器類

100m

60
m

(1) 試験設備のサイズ・配置
試験室３室に対し、タンク等を共用化したコンパクトなレイアウトを実現

3-2 共通設備
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

搬送車両の転回スペース
40m×30m

法面

法
面

計
測

制
御

棟

60m

既設
試験設備

法面

試験棟
28m×26m

消音装置試験室A

試験室B

試験室C

予備室

燃料系 タンク類・機器類 フレア
スタック

酸素・窒素系 タンク類・機器類

100m

60
m

(1) 試験設備のサイズ・配置
100kN級エンジンシステム試験に対して、十分な試験室サイズ

計測制御棟
ユーザ計測制御室へ

計測制御信号

レール移動

１４m

６
m

９m

４m
２０m

試験室のサイズ

3-2 共通設備
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

(2) 推進剤供給系
試験室A・B ：低圧・高圧推進剤供給 ⇒ エンジンシステム試験、燃焼室単体試験、ターボポンプ単体試験
試験室C※ ：低圧推進剤供給 ⇒ ターボポンプ単体試験 ※将来の設備拡張時に試験室Cも高圧推進剤供給を検討

3-2 共通設備
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

(2) 推進剤供給系
・設備予冷は、ストレージタンクを使用
・供試体予冷（最終予冷）は、ランタンクを使用 小型ランタンクで効率良く試験実施

3-2 共通設備
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

(2) 推進剤供給系
燃料系ランタンク（高圧および低圧）は、LH2・LCH4共用

⇒ ランタンクの推進剤切り替えには一定期間が必要※
※ 将来設備拡張時にLH2・LCH4

ランタンクの分離増設を検討

3-2 共通設備
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

(3) 試験室への推進剤供給（試験室とのインタフェース）
基本的には、全ての試験室は同じインタフェース※

⇒ インタフェース調整されたテストベンチならば、どの試験室が空いても持ち込んで試験可能
※将来の設備拡張時には試験室Cも高圧推進剤供給を検討

3-2 共通設備
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

モジュール化
テストベンチ

計測制御
信号

どの試験室に持込んでも、
同じ位置・同じ手順でI/F
接続することが可能

(3) 試験室への推進剤供給（試験室とのインタフェース）

3-2 共通設備
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

(4) ユーザ電源室

3-2 共通設備

ロケットポンプ用電動モータなどの開発が進む中、電源機器自体が重要な開発要
素であり、ユーザ電源のセキュリティ確保が必要

⇒ 試験室利用ユーザ毎の個別電源室を用意して、
・ ユーザが持ち込む電源機器を他ユーザが見えないようにする。
・ 他ユーザ試験室への誤通電を防止する。
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(5) 計測制御 計測制御システム

3-2 共通設備

・ 共通設備の計測制御システムは、共通設備の計
測制御だけでなく、モジュール化テストベンチ（供試
体含む）の計測制御も本計測制御システムを介
して実施される。
① 共通設備に対する監視、制御、計測の機能
② Ethernetを介したMTBインターフェース装置との

接続機能
③  Wi-Fi通信を介した機器との接続機能（一部

制限あり）

・ ユーザからの内圧防爆機器の圧力値やレッドライン
信号も本システムを介して通信され、事前に取り
決めた処置対応に関する信号が共通設備および
MTBに送られる（推進剤の供給停止など）。

共通設備の計測制御システム
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(5) 計測制御 計測制御室
・ 共通設備の計測制御は、基本的に計測制御棟の「共通設備計測制御室」にて行う。
・ 試験中の供試体やモジュール化テストベンチの計測制御は、「ユーザ計測制御室」にてユーザ自

身が行う。

計測制御棟の計測制御室
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(6) 安全対策 システム安全対応
JAXAシステム安全標準（JMR-001C）に基づく安全管理と設計対応を実施
例えば、複数ユーザの試験設備利用に伴う誤った試験室への推進剤供給に対し、
３重の遮断処置を採用

ラン
タンク

MTB

分岐弁 分岐弁下流弁 試験室A終端ブラインド
フランジ

状態監視
MTB側I/F

MTB

分岐弁 分岐弁下流弁 試験室B終端ブラインド
フランジ

状態監視
MTB側I/F

重大な事故に対しては、
故障許容設計を採用

2つの故障や人的過誤が
重なっても、破局的な事
故を引き起こさない設計

試験室への推進剤供給ラインと遮断処置
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ガス検発報
警報受信

警報レベル確認
警報情報発信

（警報レベルLv.1）
発報要因調査
情報共有

監視場所・判断指示者：共通設備制御室
 共通設備のバルブステータスを管理しており，共通設備，各試験室での各種ガスの運用状況を把握．
 設備のガス検知警報装置を一括管理することで，迅速な警報発報箇所の特定と避難指示判断が可能．

全てのガス検知警報装置の管理・判断指示を担う

現場対応
情報共有

・発報場所の特定
・警報レベルの確認
・1次避難指示判断
・継続監視

・発報場所の通知
・発報場所現場退避指示
・その他，現場待機指示
・継続監視，状況確認共有

避難解除

・警報レベル状態監視
・要因調査
・処置対応検討
・継続監視

・発報解除確認
・状況確認
・処置対応指示

＜警報レベル＞
・Lv.1： 1段目警報発報，2段目警報発報無し．
・Lv.2： 2段目警報発報

無警報時 1段目警報時
（Lv.1）

2段目警報時
（Lv.2）

1段目警報

2段目警報

ガス検知警報装置指示計ユニット

総員退避指示
（警報レベルLv.2）

・発報場所の通知
・警報レベル通知
・総員退避指示
・継続監視，状況確認

・処置完了
・状況確認
・総員退避解除

＜警報レベルと避難指示＞

3-2 共通設備
(6) 安全対策 2段階ガス検知

ガス漏洩の早期検知と的確な状況判断・避難指示を目的に、2段階警報手順を採用

警報発報場所 共通設備（屋外） 試験室A 試験室A以外の試験室

共通設備
（屋外）

Lv:1 現場から避難
Lv:2 計測制御棟まで避難

Lv:1 試験室内で待機
Lv:2 計測制御棟まで避難

同左

試験室A
Lv:1 現場待機
Lv:2 計測制御棟まで避難

Lv:1 試験室外へ退避
Lv:2 計測制御棟まで避難

Lv:1 試験室内で待機
Lv:2 計測制御棟まで避難

試験室A以外
の試験室

同上
Lv:1 試験室内で待機
Lv:2 計測制御棟まで避難

Lv:1 試験室外へ退避
Lv:2 計測制御棟まで避難
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(6) 安全対策 防爆要求

レール移動

防爆エリア非防爆エリア

・ ユーザが使用する部屋の内、試験室が防爆エリア（計測制御機器室は非防爆エリア）
・ 本質安全防爆構造もしくは内圧防爆構造を基本とすること。
・ 内圧防爆構造※1の場合、内圧監視可能な圧力センサーをセットし、計測系中継BOXに

接続する。また、内圧下限閾値※2を設備運用者に提示すること。
※1 JIS C 60079-2では「容器外部の周辺圧力より50 Pa以上の内圧をすべての部位で保たなければならない」

（注：方式や条件などによって圧力値は異なる）とされている。本規格を基本として防爆要求を設定する
予定である。

※2 共通設備側では内圧防爆機器の内圧を監視し、閾値を下回った際に推進剤供給を停止するインターロッ
クを設定する。
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(7) 保安設備 セキュリティドア、情報セキュリティ
・ ユーザが使用する各部屋（試験室・計測準備機器室・個別計測制御室・ユーザ電

源室など）やセキュリティ確保が必要な部屋については、基本的にセキュリティドアを
採用する。

・ ただし、緊急避難経路の出口側にあたるドアについては、パニックハンドルなどを採用
してセキュリティ管理は行わない（入口側はセキュリティ管理する）。

・ 試験データ等の情報に対して、当事者ユーザ以外がアクセスできないシステムを構築
する。
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(7) 保安設備 ITV監視カメラ
・ 試験棟エリアは、四方から監視可能
・ 試験室内はテストベンチ周りを監視可能
・ 監視システムにより、監視カメラ情報は共通設備計測制御室にて一括把握・一括

管理が可能
・ ユーザに対しては、そのユーザが使用する試験室映像のみを提供し、他ユーザには開

示しないシステムを構築し、情報セキュリティを確保
注） 本監視カメラは保安を目的としている。従って、供試体の計測・観察については、

その目的に対応するカメラをユーザが持ち込むこと。

試験室の監視カメラ配置監視システム
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(8) 騒音対策
・ 消音装置により、100kN級エンジンシステム試験において敷地境界での騒音レベル

を70dBに抑え込むことが可能
・ なお、角田宇宙センターは工業地域に設定されているため、騒音規制は掛からない

（角田市に確認済み）。

敷地境界の最大値70dB以下

騒音解析結果

消音装置
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)３．新規ロケットエンジン試験設備の仕様・機能

3-3 モジュール化テストベンチ(MTB)
－ 供試体・周辺機器・テストベンチ －

モジュール化テストベンチ（MTB）については、今後詳細設計を詰
めていく段階です。本資料にて示した詳細内容（特に図など）は、
イメージまたは参考情報となります。ご認識おきください。
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(1) MTBの概要

・ 供試体と共通設備（推進剤供給系）を容易接続可能とする標準
のテストベンチ

・ JAXAにて用意し、必要に応じてユーザ貸与することを前提
・ 一方、ユーザが独自にテストベンチを用意して持ち込むことも可能
 そのための必要I/F情報はユーザに提供する予定
・ MTBへの供試体の組付けや機能確認などの準備作業は、準備棟

組立室で実施することを基本とするが、ユーザがユーザの施設にMTB
を持ち込み準備作業を実施することも可

参考情報
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試験棟準備棟

角田宇宙センター
西地区

角田宇宙センター
東地区

3-3 モジュール化テストベンチ(MTB)

◆回転率の良い試験設備のためには
出来るだけ試験室の占有期間を短縮する方式・
方法を採用
試験 ・・・ 試験棟 試験室（原則、試験実施

期間のみ占有）
準備 ・・・ 準備棟 組立室
供試体 ・・・ 可搬式のテストベンチ  MTB
MTB ・・・ 準備棟⇔試験棟の間を容易に移動

(1) MTBの概要

参考情報
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(1) MTBの概要

上段

バルブ
配管類

制御系
ユニット

計測系
ユニット

下段

低圧GHe

高圧GHe

高圧GN2

低圧GN2

減圧

減圧

供試体モジュール ポンプモジュール

15
00

27
0

酸化剤電動治具ポンプ

燃料電動治具ポンプ
380

酸化剤電動治具ポンプ

燃料電動治具ポンプ

メイン流量
制御弁

計測系中
継盤BOX

計測系中
継盤BOX

制御系中
継盤BOX

制御系中
継盤BOX

流量計

ポンプ背面
流量制御弁

ポンプ背面
流量制御弁

ポンプ背面
流量制御弁

ポンプ背面
流量制御弁

ポンプ背面
流量制御弁

ポンプ背面
流量制御弁

メイン流量
制御弁

メイン流量
制御弁

メイン流量
制御弁 流量計

流量計

流量計

上段

モータ3相ライン
端子台

モータ3相ライン
端子台

低圧GHe

GN2で大気圧程度の保圧

電源DCライン
アースライン
端子台

冷却水入出口ライン
手動バルブ6ケ

低圧GHe低圧GN2

・・・

低圧GN2

・・・

電磁弁（予冷、
ドレン等）15ケ

電磁弁（予冷、
ドレン等）15ケ

冷却水入出口ライン
手動バルブ6ケ

電磁弁（GHe）3ケ 電磁弁（GHe）3ケ

GN2で大気圧程度の保圧

電源DCライン
アースライン
端子台

治
具

イ
ン

バ
ー
タ

治
具

イ
ン

バ
ー
タ

治
具

イ
ン

バ
ー
タ

治
具

イ
ン

バ
ー
タ

治
具

イ
ン

バ
ー
タ

治
具

イ
ン

バ
ー
タ

下段

計測制御モジュール

供給推進剤の昇圧用の治具
ポンプをセットするモジュール
※将来の設備拡張時に導入を検討

供試体・周囲機器（バルブ、セ
ンサなど）をセットするモジュール

供試体用の計測・制御機器
をセットするモジュール

計測コネク
タBOX

制御コネク
タBOX

計測機器

制御機器

ユーザ持込機器（ノートPC等）

◆MTBの構成

参考情報
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(1) MTBの概要
◆MTBの基本運用

試験棟 試験室
試験

供試体モジュール

準備棟 組立室
準備（組立・機能確認）

供試体モジュール

供試体 供試体
移動

① 機器搬入・組立・機能確認 ② MTB移動 ③ MTB搬入
④ MTBのセット
⑤ 試験実施⑥ MTB搬出・移動⑦ 後処置

計測制御
モジュール

計測制御
モジュール

参考情報
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(1) MTBの概要
◆MTBの移動・搬送（準備棟⇔試験棟の移動）

・ 振動防止対策（エアサス車もしくはエアサス相当対策）
・ 舗装路面
・ 10tonトラック（平ボディ） or 専用台車

計測制御
モジュール

準備棟

MTB用
チェーンブロック

試験棟

MTB用クレーン

移動

供試体

供試体
モジュール

10tトラック 専用台車

供試体

供試体
モジュール

or

計測制御
モジュール

試験棟準備棟

移動距離
400m強

参考情報
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(1) MTBの概要
◆MTBの移動・搬送（準備棟⇔試験棟の移動）

トラック等に
積載・移動

【専用天秤】
供試体・バルブ等機器類への干渉防止

【センターキャッチ】
供試体モジュール（供試体含む）
重心ズレによる傾き防止

・ 建屋備え付けのクレーン等で吊上げ
・ 運搬車両への積載、荷降ろし

供試体

供試体
モジュール

【カバー】
・ 防雨対策
・ 視認性最小化

参考情報
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(2) MTB：供試体モジュール 参考情報
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(2) MTB：供試体モジュール 参考情報



P. 51

官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)3-3 モジュール化テストベンチ(MTB)

(2) MTB：供試体モジュール

機能 ユーザが用意する供試体・バルブ・計測機器のAssyをセットし、

設備I/Fに容易に接続が可能なモジュール

特徴

仕様

レール移動により正確かつ容易に移動・位置決めが可能

推進剤昇圧用のポンプモジュールと容易に接続可能

防爆仕様（内圧防爆含む）

装備 容易な供試体固定用として、多数の固定用ボルト穴を装備

床面との固定機構や固定治具を装備（試験時推力の反力受け）

バルブ駆動系ガス、パージ系ガスの供給用として、低圧用

（1MPa未満）と高圧用（19.6MPa以下）の供給系を装備

計測制御信号の接続用のコネクタBOXを装備

計測Ch数：128ch、制御Ch数：64ch

参考情報
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本体サイズ
（台座部） 幅1.5m×縦2.5m

本体高さ
（台座部）

上面高さ800mm
（供試体中心1200mmを想定）

本体重量
（台座部） 4,000kg以下（付帯機器含む）

搭載重量 500kg（供試体・バルブ・計測機器）

サイズ・重量

8
0
0
m

m

（
床

面
よ
り
）

(2) MTB：供試体モジュール 参考情報
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ユーザは自由に供試体・バルブ・計測機器をセット可能
(2) MTB：供試体モジュール 参考情報
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(3) MTB：供試体モジュールの範囲と所掌
・ 基本としては、供試体および供試体周辺機器はユーザ所掌
・ なお、MTBおよび共通治具配管は、供試体または治工具と同等扱いとして、高圧ガス保安

法上の申請対象外（県庁に確認済み）

参考情報
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(3) MTB：供試体モジュールの範囲と所掌 参考情報
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(4) MTB：計測制御モジュール

機能 データ収録とバルブ操作に必要な計測・制御機器の収納・接続
用の専用モジュール

特徴
仕様

ユーザはPCをLAN接続するのみで、計測・制御機器のコント
ロール可能

キャスター付きラック

非防爆

サイズ 最大 幅1,500mm×奥行き1,000mm×高さ1,500mm程度

装備 計測制御信号の接続用のコネクタBOXを装備
計測Ch数：192＋αch （供試体MOD：128ch、 ﾎﾟﾝﾌﾟMOD：64ch）
制御Ch数：96＋αch （供試体MOD：64ch、 ﾎﾟﾝﾌMOD：32ch）

構成例 〔市販品により構成〕
・ 計測機器（高速系、低速系）
・ 制御機器

計測制御モジュールイメージ

計測コネクタ
BOX

制御コネクタ
BOX

計測機器

制御機器

ユーザ持込機器（ノートPC等）※

※電動ポンプ単体試験で用いるイ
ンバータコントロール用PCなど

参考情報
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ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)3-3 モジュール化テストベンチ(MTB)

(5) 供試体モジュールと計測制御モジュールの接続
計測系配線および制御系配線は、それぞれ別のケーブルラックを使用する（ノイズ対策等）。

参考情報



P. 58
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ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)3-3 モジュール化テストベンチ(MTB)

(5) 供試体モジュールと計測制御モジュールの接続

計測制御系の配線イメージ

参考情報
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)３．新規ロケットエンジン試験設備の仕様・機能

◆官民共創推進系開発センターの概要に関するQ＆A

Q3 要素試験は出来ますか？
A3 設備仕様、試験室I/F、モジュール化テストベンチに載せられる規模

の要素試験は可能です。

Q4 特殊な計測は可能か？
A4 試験時は試験棟から総員退避するため、遠隔操作できれば対応

可。チャンネル数制約はあるが、一般信号（電圧信号等）に変
換できれば、MTB標準装備の計測制御系に取り込み可 。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

質疑応答・議論
ご質問、ご意見、コメントのある方は、
挙手お願いいたします。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

４．官民共創推進系
開発センターの運用

運用についても今後詳細を詰めていく段階で、本資料にて示した方
向性に基づき検討を進めていく予定です。今後の検討・進捗によっ
て内容が変更することもあります。ご認識おきください。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

4-1 試験設備の運用構想

４．官民共創推進系開発センターの運用
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ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-1 試験設備の運用構想

・ 開発センターは、基本的にJAXAが運営する。
・ また、開発センターに関する作業は可能な範囲で民間事業者に委託する方向で検

討している。
・ 一方、開発センターにおけるロケット技術に関わる部分は、JAXAが担当する。
・ 試験における供試体および供試体周辺機器に関わる部分は、ユーザが担当する。

(1) 開発センターおよび試験設備の運用について

・ 試験不可期間：６～７月（定期自主検査対応）
・ 試験可能日数：３日/週は確保可能（土日作業無しの前提）
・ 試験時の総員退避：いわゆる最終予冷（供試体予冷）の段階から試験後の安

全確認終了まで、試験エリアから総員退避する。

(2) 試験運用について
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

・ 試験室の退避基準：
- 作業実施中の部屋では、加圧により一時的に人員接近不可条件※に至る可能

性がある場合（オーバーシュートなど）、防護壁を挟んだ場所まで退避する。
-その後近接する際は、接近可能な条件を満たして圧力が静定したことを確認する。
- 隣室は防護壁を挟んでおり、継続は作業可能である。

(2) 試験運用について

4-1 試験設備の運用構想

※ JAXA共通文書「宇宙用高圧
ガス機器技術基準（JERG-0-
001F）」の表3.1.3-1に示され
た条件
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-1 試験設備の運用構想

試験安全の確認方法の詳細については検討中であるが、以下に方針を示す。
・ 供試体および供試体周辺機器（「3-3(3) MTB：供試体モジュールの範囲と所

掌」に示すユーザの所掌範囲）の試験安全確認は、ユーザ自身が実施する。
 JAXAが試験安全確認の支援を行うことも可能であるが、責任を持って実施する

主体はユーザとなる。
・ 一方、JAXAは試験安全確認会を主催・実施し、試験全体（共通設備、供試

体、MTBなど）の安全確認を行う。
・ ユーザの機密を保護しつつ、JAXAが供試体の安全確認を行う。

(3) 安全審査について

No. 安全確認の流れ 備考
① JAXAは、技術チェックリストをユーザに提示

する。
チェックリストの項目は宇宙用高圧ガス
機器技術基準などを参照して選定し、
FMEA表形式で作成する。

② ユーザは、チェックリストに対する合否を自
己評価・審査し、結果をJAXAに提示する。

③ 上記結果をJAXA側が評価し、承認する。 必要に応じて口頭での確認を実施する。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

4-2 開発支援（共創支援）
についての運用構想

４．官民共創推進系開発センターの運用
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ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-2 開発支援（共創支援）についての運用構想

(1) 共創支援の概要

官民共創推進系開発センターの全体運用フロー

・ 開発センターは、基本的にJAXAが運営する。
・ 一方、試験設備の維持・運用に関する作業は、可能な範囲で民間事業者に委託する方向

で検討している。
・ 供試体に係る部分は、基本的にユーザが担当する。

研究開発の企画
・開発したいエンジンコンセ
プト・概要は？

・研究開発に必要な情報は？
・過去の研究開発事例は？

ユーザ
研究開発の計画
・必要な試験は？
・試験の規模は？
・試験計画の具体化
・事前準備

試験実施
・供試体準備
・安全確認、安全審査
・試験体制
・試験実施作業

官民共創推進系
開発センター

共創情報ハブ
・情報提供、情報共有
・情報管理

支援

共創コーディネート
・研究開発計画や試験計画
に関わる支援全般

支援+実施

試験設備運用
・共通設備の運転
・試験全般の支援

支援
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ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-2 開発支援（共創支援）についての運用構想

(2) 共創活動のイメージ

・情報収集
・情報提供
・情報共有
・データベース機能、情報管理（セキュリ
ティレベル、開示制限）

・情報の有効活用アドバイス

・高度技術の提供（レビュー、アドバイス）
・共創研究開発（win-winの必要性）
※JAXA研究者しか対応できない技術内容の支援

官民共創推進系開発センター 共創活動

・初期検討（コンセプト検討）の支援
・研究開発の計画支援
・他機関との橋渡し機能（ニーズ・シーズ結び付け、技術協力・
提供）

・試験の計画支援
・他ユーザーとの試験調整（スケジュール等）
・諸手続き
・JAXA内外の調整

共創情報ハブ 共創コーディネート

共研・RFPなど
前回のユーザ説明会後のアンケートや個別
ヒアリング等を参考に活動内容を整理
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ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-2 開発支援（共創支援）についての運用構想

(3) 運用フロー
・ 新規参入民間ユーザが開発センターを利用してエンジン試験を行うこ

とを想定し、ユーザ視点で設備やサービスの利用と開発センター側の
運用フローを作成

・ 運用フローに基づき、共創支援（共創情報ハブ、共創コーディネー
ト）の内容や方法について検討する。
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(3) 運用フロー
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-2 開発支援（共創支援）についての運用構想

(3) 運用フロー
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-2 開発支援（共創支援）についての運用構想

(3) 運用フロー
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ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)4-2 開発支援（共創支援）についての運用構想

(3) 運用フロー
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(3) 運用フロー
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(4) 運用業務の調達に係る情報提供要請（RFI）
共創センターでは、民間事業者も効率的に試験が実施可能な試験設備を整備す

るとともに、新規参入事業者にも容易に利用できるようにユーザサポートを行う計画で
す。これまで、試験設備はJAXAが主体的に運用し、定型的な維持・運転作業のみを
請負化してきましたが、共創センターではユーザの利便性に配慮し、試験設備の管理・
ユーザサポートを含む共創センター運用の全体を範囲として請負化する作業を進めて
います。

共創センター運用事業者のRFP（Request for Proposal）による選定に先立ち、
必要となる前提条件や提供可能なサービス内容などについて情報収集し、JAXA内で
の検討と合わせたRFPの仕様検討の参考とするための情報提供要請（RFI：
Request for Information）を行います。

・RFIのWEBページ
https://www.kenkai.jaxa.jp/research/kakushinyusou/kyousoucenter/reque
st01/rfi.html

・RFI説明会：2024年4月10日（水）14時 ～16時（対面・オンライン）
・RFI募集期間：2024年3月22日（金）～ 2024年5月15日（水）15時 必着

https://www.kenkai.jaxa.jp/research/kakushinyusou/kyousoucenter/request01/rfi.html
https://www.kenkai.jaxa.jp/research/kakushinyusou/kyousoucenter/request01/rfi.html
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)４．官民共創推進系開発センターの運用

◆ 参加登録時の事前質問に対する回答

質問1：設備利用等の想定コストは？
要望1：設備使用料や開発センターの支援費用は無償が望ましい。

【回答】
基本的な考え方として、設備利用料に利益は含めません。一方、設

備利用に係る経費（液ガス費、支援人工費など）は利用者負担をお
願いする予定です。

現在、経費の範囲を精査中であります。経費範囲が確定すると標準
的な試験に対するコストを算出することができますので、それまでお待ち願
います。
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

◆官民共創推進系開発センターの概要に関するQ＆A

Q5 液ガスの調達・手配は誰がするのか？
A5 基本としては、標準とする液ガスはJAXAにて調達・手配します（液

ガス費はユーザ負担になります）。
※標準液ガス：LH2、LCH4、LOX、LN2、GH2、GCH4、GOX、GN2など

Q6 共創コーディネート、共創情報ハブは、どの程度支援してもらえるか？
A6 JAXAリソースの範囲内での「支援」になります。

 ユーザの求める支援内容を聞き、優先順位を付けて組織設計に反
映していく予定です。

４．官民共創推進系開発センターの運用
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

質疑応答・議論
ご質問、ご意見、コメントのある方は、
挙手お願いいたします。
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５．まとめ
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官民共創推進系開発センターに関する
ユーザ説明会（第2回） (2024.3.25)

本日はお忙しい中、官民共創推進系開発セン
ターに関するユーザ説明会（第２回）にご参加いた
だき、誠に有難うございました。

後ほど、アンケート調査をお願いする予定ですの
で、ご協力の程よろしくお願いいたします

皆様のご意見やコメントを十分に考慮し、よりよい
センターの構築に務めます。

官民共創推進系開発センター準備チーム 一同

おわりに
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